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秩
父
困
民

党
研
修
に
参

加
し
た
。
深

刻
な
不
況
と

高
利
貸
の
暴

利
で
困
窮
し

た
農
民
た
ち
は
、
１
８
８
４
年
秩

父
を
中
心
に
蜂
起
を
行
い
、
時
の

権
力
者
に
よ
っ
て
「
暴
徒
に
よ
る

暴
動
」
だ
と
烙
印
を
押
さ
れ
た
が

真
実
は
違
っ
た
▼
困
窮
に
あ
え
ぐ

農
民
・
民
衆
の
生
活
を
守
る
た
め

に
「
困
民
党
」
と
い
う
組
織
形
態

に
整
え
、
目
的
と
理
性
的
な
規
律

に
沿
っ
て
具
体
的
な
要
求
を
掲
げ

行
動
を
起
こ
し
た
。
今
で
は
「
自

由
民
権
運
動
の
最
後
に
し
て
最
高

の
形
態
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
▼

世
の
中
を
見
渡
せ
ば
、
国
民
・
労

働
者
の
想
い
に
立
た
な
い
法
改
正

や
経
済
状
況
を
つ
く
り
出
し
、
あ

た
か
も
「
国
民
の
た
め
」
だ
と
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。
誰
も
格
差
や

軍
事
力
強
化
を
望
ん
で
い
な
い
▼

職
場
で
は
、
責
任
追
及
を
行
う
こ

と
で
事
故
を
防
げ
る
か
の
よ
う
な

誤
っ
た
風
土
が
つ
く
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
形
だ
け

の
対
策
や
ル
ー
ル
、
懲
罰
的
な

日
勤
教
育
を
求
め
て
い
な
い
▼

「
命
」「
安
全
」
そ
し
て
「
職
場

の
理
性
」
を
守
り
抜
く
た
め
に
も

「
原
因
究
明
委
員
会
」
を
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
し
て
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
働
き
や
す
く
明
る
い
職

場
は
「
困
民
党
」
の
よ
う
に
理
性

的
に
、
組
織
と
し
て
の
た
た
か
い

で
職
場
か
ら
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
Ｍ
・
Ｎ
）

合計　３,９８８,５２７円
　各機関の創意工夫した取り組み、多くの仲間の

皆さんのご協力に感謝申し上げます。

　また、ハンガリー鉄道労組から１,９６６,２７８円
のカンパをいただきました。

　
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
結
集
す
る
韓
国
鉄
道
労
働
者

22
名
の
参
加
の
も
と
、
第
21
回
日
韓
労
働
者

交
流
登
山
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

交
流
登
山
大
会
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
27
回
登
山

大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
21
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
27
日
に
羽
田
空
港
に
到
着
後
Ｊ
Ｒ
バ
ス
に

て
筑
波
へ
向
か
い
、
ホ
テ
ル
に
て
事
前
学
習

と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
現
状
の
説
明
。
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
韓
国
の
仲
間
か
ら
は
、
現

状
を
心
配
す
る
声
と
と
も
に
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労

組
に
向
け
て
、
連
帯
を
深
め
よ
う
と
力
強
い

檄
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
茨
城
県
阿
見
町
に
あ
る
「
予
科

練
平
和
記
念
館
」
に
て
平
和
研
修
を
行
い
、

加
害
の
歴
史
と
被
害
の
歴
史
を
現
在
に
活
か

す
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
29
日
は
早
朝
か
ら
登
山
を
開
始
し
、
各
地

本
か
ら
参
加
し
た
青
年
部
も
同
行
し
て
連
帯

を
深
め
ま
し
た
。
朝
は
雲
が
多
か
っ
た
も
の

の
山
頂
か
ら
は
関
東
平
野
が
一
望
で
き
る
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
参
加
者
の
歓
声
は
一

段
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
30
日
に
は
皇
居
見
学
、
両
国
・
横
網
町
公

園
に
て
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
韓
国
労
働

者
の
虐
殺
に
対
す
る
慰
霊
を
行
い
、
最
終
日

の
31
日
に
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
へ
表
敬
訪
問

を
行
い
、
同
日
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
労
働
者
の
連
帯
は
海
を
越
え
て
さ
ら
に
強

化
さ
れ
た
こ
と
を
相
互
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「平成30年度７月豪雨」
災害義援金および支援カンパ等

ありがとうございました。

　
11
月
４
日
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
北
海
老
地
内
に

お
い
て「
第
６
回
南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、晴
天
で
汗
ば
む
ほ
ど

の
陽
気
の
中
、
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
植
樹
に
つ
い
て
の
注
意
点
や
説

明
を
受
け
、参
加
者
で
協
力
し
て
、震
災
で
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
へ
の
鎮
魂
と
福
島
の
復
興

の
願
い
を
込
め
て
、
十
数
種
類
の
常
緑

広
葉
樹
を
中
心
に
植
樹
を
し
ま
し
た
。

　
植
樹
か
ら
20
年
で
立
派
な
森
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
森
に
は
、
①
津

波
の
威
力
を
弱
め
漂
流
物
を
食
い
止
め

る
。
②
火
災
時
の
延
焼
を
防
ぐ
。
③
台

風
や
豪
雨
で
も
倒
れ
に
く
い
と
い
う
役

割
が
あ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る

異
常
気
象
等
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、

減
災
意
識
と
危
機
感
を
今
ま
で
以
上
に
持
た
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
12
地
本
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
！

第
６
回
南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭
を
開
催

災
害
に
強
い
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
木
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
！

　11月４日～５日樽葉サイクリングターミナル天神において、ＪＲ東労組第

27回園芸部総会・研修会、第13回ＯＢ会を16名の参加者で開催しました。

　総会では本部・上原法対部長より講演をいただきました。18春闘を大敗北と

総括し、新生ＪＲ東労組として組合員の声を受け止め、再加入の取り組みを進

めていることが述べられました。一方、ＪＲ東日本会社による不当労働行為

と捉えられる事象やパワハラなどに対し、職場から抗議の声を上げ、「安全・

健康・働きがいのある職場」を創り出していくことなど強く訴えられました。

　現職部員の減少と18春闘での脱退により、園芸部としての活動を維持する

ことが困難となり、二度の幹事会と今回の総会・ＯＢ会での承認により休部

することになりました。しかし、園芸部を創り上げて来たＯＢの先輩方か

ら、残念だという声を頂き、年に一回「園芸を愛する者」同士が集まる場を

設けていくことが決まりました。そして「松の針金かけ」をＯＢの先輩に指

導を受けながら、和気あいあいと研修会を行いました。

　２日目は「原発事故被災地」を見学しました。７年過ぎても進まない復興

と放射線量の高さに驚き、初めて現地に来て知ったことなど多くの組合員に

伝えていきます。

ＪＲ東労組第27回園芸部総会・研修会

 第13回ＯＢ会を開催 　　
園芸を愛する者たちの熱い想いは止まらない！

辛いときこそ仲間と共にがんばろう

第27回本部登山大会

第21回日韓労働者交流登山大会
10月28日～ 29日

　秋深まる筑波山で第27回ＪＲ東労組登山大会と第21

回日韓労働者登山大会を水戸地本の準備で開催し、予

想を遥かに上回る174名の仲間が集まりました。

　今大会はサークルの大切さ、同じ趣味を持つ仲間の

よりどころを創り出す思いで臨み、懇親会では各地本

の報告や出し物、韓国の仲間からはたたかいの現状や

取り組みの報告、そして多くの激励や連帯の言葉をい

ただきました。言葉はわからなくとも、熱い思いが

しっかり伝わってきました。

　翌日は晴天の登山となり、筑波山神社から立派な

木々の山道を登り山頂に到着しました。遠くに富士

山を望み、霞ケ浦から日光の山々まで好展望で、大

成功の登山大会となりました。韓国の仲間が言って

いた「たたかいは楽しく」辛いたたかいも「この仲間

とだから頑張れる」との言葉が強く心に響きました。

サークルから創り出す連帯を大切にしていこうと強く

思いました。

　山が好き、温泉が好き、仲間と飲む酒が好き。山か

ら始まる組織づくりで、来年の大宮

大会を成功させます！


